
 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 基本的な方向性                           

誰もが安心して暮らせる強いまちづくりを進めるため、豊かな自然環境を守るとともに、自然災害

から市民の命と財産を守るために、自助・共助・公助による災害対応力の強化に取り組みます。 

また、人口減少が進んでも、住み慣れた場所で快適に住み続けられる環境を維持するために、利便

性の高いコンパクトなまちづくりや交通ネットワーク、情報ネットワークの構築に取り組みます。 

 

 

 

 

■ 数値目標                             

指標名 
実績値 

平成 27(2015年)年度 

基準値 

令和１(2019）年度 

目標値 

令和６(2024)年度 

地域防災訓練などへの参加者数 6,961人 19,780 人 25,000 人 

老朽化が著しい空き家の件数 299件（H29） 258件 150件 

光ファイバ利用可能世帯率 94.8％ 96.0％ 100％ 

ごみ総排出量のうちのリサイクル率 22.49％ 21.54％ 25.00％ 

 

■ 重点プロジェクト                             

４-１ 助け合い災害に強いまちづくりプロジェクト 

【基本的な方向性】 

 防災基盤の強化を図るとともに、自助・共助・公助の精神に基づき、地域で助け合う災害に強い

まちづくりに取り組みます。 

 安全で安心して暮らせる災害に強いまちづくりを目指します。 

 

【SDGｓのゴール】  

 

 

  

重点戦略 ４ 自然豊かで快適な強いまちづくり 

アクションプラン（日向市総合戦略）記載例 

重点戦略全体に関する基本的な方向性を示しています。 

重点戦略全体の数値目標を示しています。 

資料４ 



 

重要業績評価指標（KPI） 
実績値 

平成 27(2015年)年度 

基準値 

令和１(2019）年度 

目標値 

令和６(2024)年度 

市防災情報配信サービス登録者 ― 約 1,700人 約 2,200 人 

消防団員の定数に対する充足率 93.2％ 94.2％ 100％ 

 

 

 具体的な施策 施策の内容 所管課 

1 自主防災力の向

上 

○ 「避難所運営マニュアル」を基に、自主防災会と地域の防

災士が一体となった避難所運営のあり方を検討します。 

○ 自主防災会が主催する避難訓練や防災講座を支援します。 

○ 地域の実情に応じた防災訓練の支援や参加しやすい環境づ

くりに取り組みます。 

○ 防災情報伝達の多重化のため、防災訓練や防災講座を通じ

て、防災情報配信サービスへの登録を推進します。 

○ 避難所内での感染防止のため、分散避難等の周知に取り組

みます。 

○ 不足する消防団員の確保や機能別消防団員の有効活用、女

性消防団員の勧誘強化に取り組みます。 

○ 消防団の部の統廃合等に対応した組織再編の検討を行いま

す。 

 

防災推進課 

地域コミュ

ニティ課 

消防本部 

２ 国土強靭化の推

進 

○ 地震・津波防災施設を整備します。 

○ 緊急輸送路となっている橋梁の耐震化に取り組みます。 

○ 上下水道施設の耐震化や老朽施設の更新に取り組みます。 

○ 配水池の非常用電源の整備に取り組みます。 

○ 木造住宅の耐震診断、耐震改修に取り組みます。 

 

防災推進課 

建設課 

水道課 

下水道課 

建築住宅課 

 


